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CASBEE建築(新築) 2021年SDGs対応版　評価結果シート

ゼロカーボンシティ宣言に相応しい庁舎
寒冷地ならではのエネルギー利用で
Nearly ZEBを達成
継続的にNearly ZEBの運用を達成
寒冷地において有効な地中熱を積極活用
眺めと発電を両立する太陽光発電ガラス

廃棄物を削減しながら心地よい
木質空間を実現
集成材を型枠利用し廃棄物を削減する
木RC梁
アップサイクルした木ルーバー天井

みんなが
快適･安全に
すごせる拠点

ゼロカーボン
シティ宣言に
相応しい庁舎

地域の連携
強化でまちづくり
の拠点を作る

地域の連携強化でまちづくりの拠点を作る
全員参加型で地域に根差した施設を
つくり続ける
エネルギーサポートで施設運用をサポート

エネルギーキャラバンで町の取り組みを地域と世界に発信
町の負担を減らし先進的な施設をつくる

地域参加を促し、みんなで学べる
交流拠点

町民の想いを残して
地域の大学生との共同設計による地域防災センター

コミュニティを育てる

地域の文化や産品を広める町自慢の
観光拠点

執務室内の木梁であたたかみのある内装
漁業が盛んな地域を象徴させる照明デザイン
大きな窓からの眺望と採光、自然通風

来館者全員をいつでも温かく迎える
快適・安全な場所

温熱環境を安定させる外断熱で包まれたRC現しの建物
壁柱躯体輻射冷暖房で寒冷地の窓際に温かい居場所をつくる
水害に強く耐震性の高い防災拠点

みんなが快適・安全にすごせる拠点

全体コンセプト
旧庁舎のように100年使われ続ける建物となるように、町民にとって快適・安全・健康な場
所を作った。これにより、町民が集まり地域コミュニティの活動の拠点として、学び続けら
れる。さらに建物の先進的な取り組みがカーボンニュートラル社会に寄与することで、町
民が主体となって利用する自慢の施設を目指した。

建築主　　　：古平町
設計者　　　：大成建設株式会社一級建築士事務所
施工者　　　：大成建設株式会社札幌支店
所在地　　　：北海道古平郡古平町大字浜町50番地
構造　　　　：鉄筋コンクリート造一部 鉄骨鉄筋コンクリート造
階数　　　　：3階建
延べ面積　　：3,887.03 ㎡
竣工年月日　 ：2022 年 2 月 10 日

2-1 建築物の環境効率（BEEランク&チャート ）） 2-2 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

3.4

標準計算

* SDG1,2,10,14,16は他のゴールに集約されています

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般的

な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安で示

したものです

2-3 建築環境SDGsチェックリスト評価結果
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北海道の古平町に、約100
年使われてきた旧庁舎を
建替え、庁舎と交流センタ
ーの複合施設を建設した。
古平町は年間で半分近く
が雪に覆われる厳しい気
候の中で、ゼロカーボンシ
ティ宣言を行って地球環
境保全に先駆的に取組む
町である。次の100年への
持続可能なまちづくりに
向け、人と地球に優しい建
築を目指した。

1 ３３

4
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２

1.ロビー
2.執務室
3.多目的室
4.大ホール
5.調理実習室

1階平面図

古平町
札幌

約100年親しまれた旧庁舎

北海道内初のゼロカーボンシティ宣言 庁舎と交流センターでロビーを共有する計画

町民の想いを残してコミュニティを育てる
建設段階から地域の子供
達が参加するワークショ
ップを開催し、愛着を持ち
続けられる施設づくりを
目指した。

地域参加を促し みんなで学べる交流拠点

地域の子供達全員が絵を描いた 壁柱に埋め込んだPコンアート 什器設計に学生も参加

多様なイベントにより町民とつながる庁舎
省エネや創エネの取り組
みを知ってもらうための
活動やバリアフリー教室、
お祭り等イベントでの施
設利用を通して、古平町の
魅力や取組みを広く発信
している。 地元小学校の課外授業となる設計者バリアフリー教室 古平町を代表する祭り「天狗の火渡り」で集まる町民 

アップサイクルした木ルーバー天井
型枠使用時の焼き色や付
着固定化したセメントを
そのまま木ルーバーに使
用した。和室の天井として
使用することで、使用後の
風合いを活かした内装デ
ザインとした。 セメントや焼き色が独特の風合いをつくる 和室と調和するアップサイクルした木ルーバー天井

全員参加型で地域に根差した施設をつくり続ける
エネルギーサポートで施設の使い方と運用をサポート
計画的に運用段階のZEB
を目指すため、半年に1度
のエネルギーサポート会
議を実施しながら施設の
使い方の改善に取り組ん
でいる。 大成建設が運用改善を継続的に提案

・エネルギーレポート
・改善提案

・改善依頼
・設定変更WEB経由で

運用データ取得

情報交換

古平町

大成建設エネルギー
サポートセンター

建物管理者
（総務課）

来館者全員をいつでも温かく迎える快適・安全な場所
外断熱RC打放しの構造体を利用した壁柱輻射冷暖房
外断熱によってRC躯体に
蓄熱し、冬は暖かく、夏は
涼しく保たれることで、町
民が健康的に過ごせる、
自然と集まる場所として
いる。床・壁に冷温水配管
を埋設し、輻射冷暖房を
行うことで窓際も暖かな
環境とし、自然を感じなが
ら町民の集える場所を提
供した。

外断熱工法と自然エネルギー利用

輻射暖房によって暖かい、眺めのよい窓際暖房効果をサーモで確認
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コンクリート打放し

断熱材
コンクリート

磁器質タイル
床暖房
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廃棄物を削減しながら心地よい木質空間を実現
集成材を型枠利用し廃棄物を削減する木RC梁
集成材を型枠として利用
してRCを打設することで、
通常は使用後に廃棄され
る型枠を大幅に削減した。
カラマツ集成材をRC梁と
一体化することで、建物の
耐震性能を向上させつつ
CO2を146トン固定した。 壁柱で水平力を負担する構造計画 木RC梁製作ステップ

耐震等級Ⅰ類を実現

木RC梁
北海道産カラマツ集成材とRCの
ハイブリット梁により、耐力が
50%向上、剛性が20%向上

木立壁柱
断熱性能から求められる外壁を外
周壁柱として活用して水平力を負
担することで、保有水平耐力1.5
倍の建物としている。

配筋設置 集成材設置

RC打設現場設置

寒冷地ならではのエネルギー利用でNearly ZEBを達成
2年連続で75%以上の省エネ実績
計画段階では北海道公共
施設で初のZEBReadyの
BELS認証を取得した。一
方で計算には反映されに
くい寒冷地に適した計画
を各所で行うことで、運用
段階において75％以上省
エネのNearly ZEBを2年連
続達成した。開口部に設
けた透過性のある太陽光
発電ガラスや躯体蓄熱、
地中熱利用等、寒冷地の
地域特性に合わせた設備
計画としている。

地中熱ヒートポンプシステム透過性のある太陽光発電ガラス2年間の省エネ実績

昇降機
高効率設備
（太陽光）

給湯

照明
換気

空調
基準値

計画値

実績値

実績値
2023年度

2022年度

673.57

1642.79

省エネ

省エネ

79%

76%
342.54

392.12

輻射冷暖房⑥
ロビー

外気処理空調機

ハイサイドライト

ヒートポンプ
熱源機

クールピットアース
チューブ

ヒートポンプ熱源機へ

外気処理
空調機へ

太陽光発電
ガラス

外断熱
自然採光 自然換気

自然通風

自然通風

地中熱ヒートポンプ ボアホール方式

拡散光

大ホール大ホール

図書館図書館執務室執務室

執務室執務室

輻射冷暖房

照明センサー制御
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